
7 月 28 日、子どもたちとデイホーム、庄原市身体障害者連合会の皆さんで、多世代交流会を開催しま
した。モルック、バッゴー、ひらがじゃんを一緒に楽しみ、世代を超えて笑顔と歓声があふれました。
初めて挑戦するゲームに夢中になり、自然と会話も弾むなど、楽しい交流の時間となりました。

約 15cm角のビーンバッグを、傾斜したボードに向かっ
てアンダースローで投げ、得点を競うゲームです。台上
にバッグが乗れば1点、ホールに入れば3点となります。

ひらがなの牌を使って、子どもも大人も一緒になって言
葉遊びをしながら、得点を競い合うゲームです。運とひ
らめき、そして語彙力が勝敗を分けます。

　当日は、庄原格致高校の
生徒さんや地域住民の方が
ボランティアとして運営に
ご協力くださいました。準
備や進行、参加者への声か
けなど、それぞれが役割を担い、交流会を支えてくだ
さいました。皆さんの温かいサポートのおかげで、安
心して楽しく交流することができました。
　庄原市ボランティアセンターのボランティア活動に
ついては、２ｰ３ページにて紹介しています。
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この事業は赤い羽根
共同募金を活用して
います。

　市内の福祉施設や児童施設、保育所などで、今年も多くの学生さんがボランティアと
して活躍してくれました。地域のさまざまな場所で汗を流し、人とふれあい、学んだ時
間は、ご参加いただいた学生さんにとって、かけがえのない経験となったようです。

庄原市ボランティアセンター縁紡ぎ事業

ひろがれ！ボランティアの笑顔の輪
～学生ボランティア活動レポート～

高自治振興区

山内自治振興区

西城しあわせ館 北自治振興区

夏休み中の子どもたちが、講師
の説明を聞きながらバスボム作
りに挑戦しました。学生ボラン
ティアは、子どもたちの作業を
見守り、必要に応じて手を添え
るなど、楽しく活動できるよう
サポートしました。

小学生を対象にランプシェード
作りのイベントを開催しまし
た。学生ボランティアも子ども
たちと一緒に制作を楽しみなが
ら交流し、会場は笑顔と会話が
あふれる和やかな雰囲気となり
ました。

子どもたちは川に入り、水生生
物を探しながら自然に触れる体
験をしました。学生ボランティ
アは、子どもたちの安全に気を
配りながら、見つけた生き物の
観察を一緒に楽しみました。

卓球をしたり、外で鬼ごっこをしたりと、多くの時間を子ど
もたちと一緒に過ごしました。
　活動を通して、一方的に教えたり指示をしたりするのでは
なく、それぞれの気持ちやペースに合わせて接することの大
切さを学びました。また、子どもたちは一人ひとりやりたい
ことや考えが異なるため、みんなが楽しく過ごせるよう、一
人ひとりの気持ちを尊重しながら関わることの難しさも実感
しました。それでも顔をあわせるたびに、最初はあまり関わ
りのなかった子どもたちから話しかけてくれたり、「一緒に
遊ぼう」と誘ってくれたりするようになったことが、とても
嬉しかったです。（松岡明希実・県立広島大学４年）

　放課後こども教室で絵本を読んだり、宿題を手伝ったり、一緒に遊んだり、子どもた
ちと心温まる交流をしてくれました。声掛けなど工夫しながら子どもたちに接する姿は、
私たち大人も見習う部分があると勉強になりました。

　放課後子ども教室の見守りボランティアを通し
て、子どもたちとさまざまな活動をする中で、一
人ひとりの興味や性格、考え方の違いを知ること
ができました。宿題を教えたり、将棋や編み物、
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小さな春を届ける「花
は な も

守り」　～総領町～

　節分の頃に可憐な花を咲かせる節分草。総領町に自生するこの小さな花は、柑
橘系を思わせる甘酸っぱい「初恋の香り」がすることでも知られ、地域の宝とし
て多くの人に親しまれています。自生地の公開期間中には県内外から多くの人が

活
動
紹
介

訪れ、毎年楽しみに足を運ぶリピーターも少なく
ありません。
　そんな節分草の魅力を訪れた人に伝えているの
が、ボランティアグループ「花守り」です。毎年
２～３月の公開期間中は道の駅リストアステー
ションに常駐し、自生地を訪れる観光客へガイド
を行っています。一輪一輪に込められた自然の魅
力や地域の歴史を伝えながら、総領町の豊かな自
然を未来へつなぐ活動を続けています。
　活動に参加して 20 年になる大谷敏子さんは、
「総領町に節分草が自生していることを誇りに
思っています。訪れた方にその魅力を伝え、『ま
た来たい』と言っていただけることが何よりうれ
しいです」と笑顔で話します。
　あなたも、地域の宝を未来へつなぐ「花守り」
の一員になってみませんか。小さな春を待ちわび
る人との出会いと笑顔が、きっと活動の喜びにつ
ながります。

庄原市ボランティアセンター　庄原市社協　地域共生推進課内 ℡ 0824-75-0345お問い合わせ

自分の特技ややりたいことをボランティアで活かしてみませんか？活動先のご紹介をしています。
ボランティアの相談・登録については、お近くの庄原市社協各地域センターまでご相談ください。

～ボランティア活動をマッチング～

　庄原市ボランティアセンターでは、ボランティア活動をしたい人とボランティアを頼みた
い人をつなげる活動をしています。
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小さな地域づくり活動応援事業 １，３３０，７１１円
地域に学ぶ交流活動事業 １，２７６，５２６円
支え合い支援事業 ４１６，６７８円
福あつめ　えびすや事業 ３００，０００円
被災者生活サポートボラネット推進事業 ２８９，３４０円
ボランティア活動事業　縁紡ぎ ２７６，２９８円
食料提供支援事業（フードバンク） １６３，０００円

合　　　　計 ４，０５２，５５３円

【赤い羽根共同募金を活用した事業予定（令和８年度）】

皆様から
ご協力いただいた募金

庄原市共同募金委員会
事務局　庄原市社協 広島県共同募金会 庄原市への配分金

※令和７年度の募金実績が令和８年度の活動費として配分されます。

　赤い羽根共同募金活動は、戦後の生活困窮時に「困ったときは、お互いさま」の気持ちか
ら、市民主体の民間活動として始まりました。この活動はその後「国民助け合い運動」とし
て全国各地に広まり、被災した福祉施設への支援が実施され、戦後復旧の一助となりました。
現在では、地域課題の解決に取り組む民間団体への支援に幅広く使用されています。
　令和７年度、皆様からご協力いただいた募金の全額を広島県共同募金会へ送金し、庄原市
社協並びに各種団体へ配分されました。心よりお礼を申し上げます。
　令和８年度も、多くの皆様からの募金への協力をよろしくお願い申し上げます。

令和８年度

地域テーマ募金（八幡小学校区地域連携委員会） ４００，０００円

　テーマ募金（使途選択募金）とは、社会課題の解決や地域の福祉課題に取り組もうと
する団体が、自らの活動を世の中に伝え、募金を呼びかけ、活動し解決していく主体
的な募金活動です。募金額に応じ、共同募金会から一部上乗せ（目標額に応じて）し
て配分されます。
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　地域の皆さんの生活を支えていくための仲間が必要です。
　わたしたちと一緒に “福祉の仕事” をしてみませんか？
　庄原市社協では、住み慣れた我が家や地域で安心してお互いを気にかけ合い、支え合い
喜びを感じながら安心して暮らせる市民協働のまちづくりを進める地域福祉事業（個別支
援、地域支援）をはじめとし、住み慣れた我が家での生活を支援する介護保険事業（訪問
介護、通所介護、居宅介護支援、福祉用具貸与）や障害福祉事業（訪問介護、通所介護、
相談支援、共同作業所）などの福祉に関する事業を幅広く実施しています。
　これからも安心して暮らし続けられ、笑顔あふれるよりよい地域づくりを一緒に取り組
んでいただける方を募集しています。詳細については、ハローワークにて随時掲載してい
ます。ご確認の上、下記連絡先へお気軽にお問い合わせください。

庄原市社協　総務課 ℡ 0824-72-7120お問い合わせ

職 員 募 集

～大学生  実習レポート～
　庄原市社協では、福祉人材の確保と育成の一環として学生の実習指導に
取り組んでいます。このたび、新見公立大学（岡山県新見市）より、社会
福祉士を目指している実習生の受け入れを行いました。

　フリースペースでは一人ひとりの自主性が尊重されており、誰も
が気負うことなく自分のペースで過ごし、それぞれ自分らしくいら
れる居心地の良い場所だと分かりました。このような活動が、一人
ひとりの生きがいや暮らしの充実につながることを実感しました。
個別の支援では座学だけでは理解しきれない専門職としての影響力
の大きさや責任の重さについて深く学ぶことができました。
　今回の実習で得た学びを大切にし、将来は社会福祉士として庄原
市の活性化や地域福祉の向上に貢献できる人材になれるよう、これ
からも学業に励みます。
　庄原市社協の皆さま、地域の皆さま、このたびは実習を受け入れ
てくださり、本当にありがとうございました。

掛田　芹果さん

　実習を通じて、社協の事業や活動、そして地元である庄原市そのものへ
理解を深めることができました。「集まり場」といっても、地域の特性や
対象となる人、内容などによって様々な形があり、それぞれの地域に合わ
せた工夫がされていることを知りました。地域カフェやモルック大会、介
護教室など、それぞれの地域で工夫された集まり場に参加させていただき、
大変有意義な実習となりました。

応援！将来の担い手

福祉の仕事　その魅力にふれて
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東 城

地域を越えて開催 ! 集まり場の世話人交流会

　東城では、これまで町内７つの自治振興区毎に開催していた集まり場の世話人交
流会。「他の地域がどんな活動をしているのか知りたい」「地域を越えて交流するこ
とができないか」といった世話人の皆さんの声を受け、町内全域での交流会を企画

し 8月 20日に開催しました。
　グループトークでは、それぞれの集まり場
の活動について普段の様子や工夫しているこ
と、困りごとや課題かなと感じていることなど、
ざっくばらんに話をしてもらいました。地域を
越えた交流だからこその新たな気づきや学びが
生まれる時間となり、世話人同士のつながりを
深める機会にもなりました。

サロンやデイホームの世話人さん、自治振興区の
職員など 35名が参加しました。

（左）「実はすごい！サロンのチ・カ・ラ」をテーマにサロンの意義などを日頃の感謝を込めて説明しました。
（右）「こりゃ面白いんよ！」「次はこれを借りてみようか」とレクグッズも好評でした。

「何をする」ではなくて「集まっ
て今日来てよかったと思えるサロ
ン」でいい。ひと笑い、ふた笑い
おこるサロンであればいいんだと
勇気づけられました。

私が世話人をしているデイホーム
事業では、参加者が少なく継続で
きるか心配していました。今日参
加してみて、みんなが集まれる場
を形を変えて作ればいいんだと思
えました。

アンケートより
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庄 原

西 城

地域のボランティアさんと交流ー西城小学校　福祉学習ー

世話人の苦労も参加者の笑顔で癒されます　【板橋東サロン】

　西城小学校では、福祉学習の一環で、地域
のボランティア（人生の大先輩！）の皆さん
にご協力いただき、インタビューと高齢者疑

似体験を実施しました。
　最初は少し緊張していた子どもたちも、「今までで一番
おいしかった食べ物は何ですか？」「元気が出るのはどん
な時ですか ?」などと質問を重ねるうちに自然と会話が弾
み、笑顔で話す姿が見られました。
　疑似体験では、装具を身に付けた友達に「大丈夫 ?」「こ
こに段差があるよ」と優しく声を掛けながら歩く姿が印象
的でした。また、地域ボランティアの皆さんから高齢者へ
の接し方や見守り方を学び、子どもたちは相手の立場に
立って考えることの大切さを実感しました。
　学習の終わりには、「また会おうね」と笑顔で手を振る
姿も見られ、温かな交流の時間となりました。今回の出会
いをきっかけに、西城町で世代を超えた輪が広がっていく
のが楽しみです。

　コロナ禍で地域の交流や世代間交流がなくなり、子ども会との交流や高齢者が集
う場もなくなった地域の現状に寂しさを感じ、「またみんなが集まれる場所を」と
サロンの再開に取り組みました。

夫しています。
「本当に集まってもらえるだろうか」「サロンの内容
を喜んでもらえるだろうか」と心配もありましたが、
参加者の笑顔を見ると苦労も吹き飛び、河原さん自
身も楽しい時間を過ごせるそうです。
　小旅行に参加した 90代の参加者からは「集まれ
る場所がまたできて良かった。他には出かけること
もない」との声もあり、外出する機会の少ない高齢
者にとって、大切な交流の場となっています。これ
からも皆さんが楽しく集まり、笑顔になれるサロン
を続けていけるよう、工夫を重ねていきます。

　世話人の河原さんは前任者から話を聞き、地域の特色を取り入れながら、芸備線や木次線を利
用した小旅行、ラフォーレ庄原での食事会など、皆さんが「参加してみたい」と思える行事を工
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＊ひきこもり、不登校に関する個別相談会のご案内 ＊
（ご予約は、ＬＩＮＥ・メール・電話にて受け付けております）

●広島ひきこもり相談支援センターによる相談会
11 月 17 日（火）13:00 ～ 15:00　１件 50 分 10 月 21 日（水）・11 月 17 日（火）

13:00 ～ 16:00　１件 50 分

●専門相談員による相談会

予約制

ＬＩＮＥ公式
アカウント

coco.sapo.shakyo@gmail.com 080-8912-2299相談専用携帯相談専用メール

10月 21日（水）・11月 18日（水） 10月 23日（金）・11月 27日（金）

寄 付 名：‟ひとりぼっち” をつくらない　つながる応援隊
寄付金額：1口５，０００円～
※ご寄付くださった方には応援隊ステッカーをお渡しします。また、庄原市社協広報紙に
　お名前を掲載し、講演会等のご案内をいたします。
※ご寄付は各地域センター窓口、または振込でも受け付けています。詳細は各地域センター
　へお問合せください。

地域食堂
当事者会

世代間交流 講演会・研修会
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（6月 20日～ 8月 19日受付分）令和８年9月

　社会福祉事業に寄付をお寄せいただきました。ここに、ご芳名を報告させていただきますとともに、
心よりお礼申し上げます。寄付者ご本人の承諾のもと、氏名等を掲載しております。（順不同・敬称略）

本会への寄付金は、所得税・法人税・県民税・市民税の寄付金控除の対象となります。

　皆様からの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員会費を、市内の地域福祉事業に貴重
な財源として活用しています。今後とも、ご支援の程よろしくお願いいたします。
（※介護保険事業等収益性のある事業には一切充当しておりません）
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木山　輝雄

前藤ツタエ

桑原　基弘

父

父

妻

母

母

父

宇山　康博

秋永　恭昭

奥田　光枝

藤田佳代子

岩瀧サヨコ

竹中　一司

湯木

金田

金田

向泉

大月

東広島市

宇山　博樹

秋永　宣幸

奥田　拓実

藤田　博明

岩瀧　清文

竹中　輝彦

母

父

母

夫

母

岸田登 子

小田　時男

稲倉　節子

青木　繁

若林ミサコ

三河内

三河内

比和

比和

広島市

岸田　晋吾

小田　雅平

稲倉　和彦

青木　孝子

若林　達美

母

父

父

瀧口モヽヱ

妹尾　實

村上　利治

稲草

稲草

木屋

瀧口　亮

妹尾　周三

村上　研二

清永　隆浩

高北民生委員児童委員協議会

田辺りんご園

㈱正木石油

正木食堂

ふじのや製菓

㈲湯川建材

㈲コニシ工業

匿名希望

匿名希望

“ひとりぼっち”をつくらない
つながる応援隊

㈱岩滝モータース

㈲口和タクシー

中平　愛

古梨‐KORIN-

高町

本村町

七塚町

折口さとこ

藤原　隆広

原田　實夫

永田 積山　幸子

森脇

三河内

管田イサノ

黒田　琴枝

古頃盆踊り
古頃 古頃自治会

イベント寄付

見舞い返しにかえて

父 宮永　美宣 春田町 宮永　卓宜

玉串料返しにかえて

庄原市

西本町

三次学校　茶道連絡協議会

メガネハウスタケダ

永田 永田ふれあい自治会

一般寄付

お客様からのご寄付です
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地域を、人をつなぐ温かな居場所

口 和
ごゆっくり食堂

石川　洋子さん

　口和町で２年前に始まった多世代交流の場
「ごゆっくり食堂」。立ち上げ当初から中心と
なって関わり、いつも明るい笑顔で場を盛り
上げているのが石川洋子さんです。
　きっかけは、庄原市社協からの「町内にみ
んなで集まってゆっくり過ごせる居場所をつ
くりませんか？」という呼びかけでした。当
時、同居する 96歳の義父の外出機会が減っ
ていたことや、一人暮らしの方・男性が出か
ける場所の少なさなど、地域の変化を感じて
いた石川さん。「自分が関わることで、家族
や地域の人が外出するきっかけになれば」と
の思いで活動へ踏み出しました。
　食卓を囲みながら自然と会話を楽しめる
「ごゆっくり食堂」は、オープンから 2年が
経過。「美味しかった、楽しかった」という
声とともに、参加者が新しい人を誘ったり、
男性同士で声を掛け合って訪れたりと、交流

の輪が広がっています。配膳を手伝う中高生
ボランティアの姿も活動の元気の源です。
「特別なことをしている意識はありません。
得意でない部分はみんなで助け合い、自分自
身が楽しんでいるから続けられています。こ
こに来て皆さんの笑顔に会えることで、私自
身が元気をもらっているんです」と石川さん
は笑顔で話します。
「人はどこかで人と交わることを望んでいる
と思うんです。誰にとっても居心地がよく、
私たちが世代交代しても、ずっと続いていく
場所にしていきたいですね」
　温かな食事と弾む会話、そして石川さんた
ちの思いやり。「ごゆっくり食堂」は、今日
も人と人をつなぎ、地域に笑顔と元気を届け
ています。
【担当】
口和地域センター 地域福祉コーディネーター　松永

ごゆっくり食堂の
名物は、 口和の
地名にちなんだ
「ちくわうどん」
です！ 大勢の地域の方が来ていただき大賑わい！

皆さんの笑顔に元気をもらっています。
スタッフの皆さん。
後列右から 2番目が石川さん。


